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看護学士課程 :  基本的考え方～前提～     
                                            報告書p2 

1) 保健師・助産師・看護師に共通した看護学の基礎
を教授する課程であること 

2) 看護生涯学習の出発点となる基礎能力を培う課程
であること 

3) 創造的に開発しながら行う看護実践を学ぶ課程で
あること 

4) 人間関係形成過程を伴う体験学習が中核となる課
程であること 

5) 教養教育が基盤に位置づけられた課程であること 
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• 平成22年度：看護系大学におけるモデル・コア・カリキュラ

ム導入に関する調査研究（代表：野嶋佐由美） 

       学士課程においてコアとなる看護実践能力：5群20の看護実践能力、  

卒業時到達目標、教育内容（例）→ 平成23年３月 報告書 

 

 

 

・平成28年度～29年度：JANPU看護学教育評価検討委員会   

  看護学士課程における看護実践能力及び教育のあり方の再検討  

看護学士課程におけるコアコンピテンシーと卒業時到達目標（案） 

６群25のコアコンピテンシー、卒業時到達目標、教育内容（例） 

   コアコンピテンシーに基づく看護学士課程の構造の図示 

 

   

 

社会の変化：医療提供体制の変化（病院から地域へ） 
看護職への期待の変化、科学技術の発達 他 

検 討 の 経 緯   
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用語の用い方について 報告書p3 

平成22年度報告書「コアとなる看護実践能力」 

        ↓ 

グローバル化が進み、コンピテンシーという用語が 

よく用いられるようになった 

        ↓ 

本報告では「コアコンピテンシー」をH22報告書の

「コアとなる看護実践能力」と同義語として用いる

こととした 
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Ⅰ群 ヒューマンケアの基本に関する実践能力 

Ⅱ群 根拠に基づき看護を計画的に実践する能力 

Ⅲ群 特定の健康課題に対応する実践能力 

Ⅳ群 ケア環境とチーム体制整備に関する実践能力 

Ⅴ群 専門職者として研鑽し続ける基本能力 

 
 

Ⅰ群 全人的に対象を捉える基本能力 

Ⅰ群 ヒューマンケアの基本に関する実践能力 

Ⅱ群 根拠に基づき看護を計画的に実践する能力 

Ⅲ群 特定の健康課題に対応する実践能力 

Ⅳ群 ケア環境とチーム体制整備に関する実践能力 

Ⅴ群 専門職者として研鑽し続ける基本能力 
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平成22年度看護実践能力と平成29年度コアコンピテンシー
の比較                                                         報告書p4                     
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平成29年度報告書(案)において 
追加したコアコンピテンシー       

       報告書p4                  

Ⅰ群 全人的に対象を捉える基本能力 

  1．看護の対象となる人と健康を包括的に理解する基本能力 

  2．生物学的存在としての人間について理解しアセスメント
に活かす基本能力 

  3．生活体としての人間について理解しアセスメントに活か
す基本能力 

  4．人間を取り巻く環境について理解しアセスメントに活か
す基本能力 

 

Ⅳ群 特定の健康課題に対応する実践能力 

  18．在宅療養者と家族を支援する能力 
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コアコンピテンシーに基づく 
      看護学士課程の構造 
       

      報告書p11 （図1） 
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看護学士課程におけるコアコンピテン
シーと卒業時到達目標、教育内容(例) 
      （資料１） 

資料1の説明文は報告書 pp 13～44 
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カリキュラム編成への活用について
(1) 

                          

コアコンピテンシーに基づく 
看護学士課程の構造  

 
報告書p11 （図1） 
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カリキュラム編成への活用について 
(2) 

コアコンピテンシーに基づく実習  
                  

報告書p12 （図2） 
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おわりに 

1. 各大学が大学の特徴を活かして、看護学教育の発展、充

実に向けて、各大学のカリキュラム作成に「看護学士課

程におけるコアコンピテンシーと卒業時の到達目標

（案）」をご活用いただければ幸いです 

2. 報告書（案）についての意見聴取へのご協力のお願い 

  大学単位でまとめてメールで office@janpu.or.jp 

      提出期限  平成30年1月8日（月・祝） 

3. 平成30年3月24日 最終報告書による報告 予定 
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